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プレーに関連する事故
事故の種類 事故を顕在化させないためのチェックポイント
施設、用具の整備に起因する事故 □サーフボードの破損、危険な突起物の有無の確認

□流れ止めの亀裂、ほつれの有無の確認
□ウエットスーツの破れ、ほつれの有無の確認

施設・用具の配置に起因する事故 □適切な活動人数の考慮
□安全を確保した用具の準備
□安全な動線の確保（安全な配置）
□良好な環境の確保（照明、換気など）

健康・身体能力の管理に起因する事故 □無理をさせない
□睡眠不足か
□不安定な心理状態か
□心疾患はないか
□試合、競技を安全に行うためのスキルは十分か

気象状況 □雷鳴が聞こえたら活動を中止し、屋内へ避難。雷の音が
止んでも２０分は屋外に出ない
□熱中症の予防
□地震よる津波警報発令時の避難誘導（ハザードパップ整

その他 □特に冬季活動時、十分な準備運動を行っているか
□頭のケガの場合、軽微な事故でも注意（影響が後で出る
可能性）

施設に起因する事故
事故の形態 確認事項
転落事故 □立入禁止場所の把握

□防波堤
□テトラポット
□岩場
□高台駐車場
□低い手すり
□マンホールの蓋の開放

衝突事故 □防波堤
□テトラポット
□岩場
□他の競技者
□自身のサーフボード

転倒事故 □海草のすべり
□不安定な岩場

事故のリスク一覧


